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ショートステイ・乳幼児ショート利用数

3,401　人にかかるコスト（人件費など）

ショートステイの利用数が減少している。利用しやすい事業とするために、申請窓口の複数化など改善する必
要がある。
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　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

目標値
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75 21回
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定員／日（トワイライトステイ）

11,321

種　別 指標の名称

泊

　決算額　　(単位：千円) 11,320
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12,980
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縮小
廃止・終了
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　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 14,175

今後の方向性

21,124

21,599
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14,722

70

18,855

トワイライトステイ利用数

230

50

47

143

16,067

332

5,531

472

目的達成度

手段の適切性

事務事業コスト

(単位：千円)

［評価の理由］（区民生活への影響を十分考慮すること）

ショートステイの利用数が減少しているが、育児支援及び児童虐待防止の観点からは、必要
な事業である。利用しやすい事業とするために、申請窓口の複数化などの改善・検討が必要
である。
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評価 評価の理由

就労や育児疲れによる保護者の育児支援や児童虐待防止の観点から、一時的に子供を預かることは、必要
である。

改善

評
価
結
果

一時的に養育が困難となった家庭への育児支援という目的はほぼ達成している。しかし、利用者数が減って
いるため、多くの方が利用しやすい方法を検討する必要がある。

3 保護者の養育状況を把握するため、日本堤子ども家庭支援センターが、新規利用者登録を行うことは適切で
あるが、既登録者の利用については、申請窓口を複数にした方が効果的である。

4

財源項目

(単位：千円)

必要性

前回評価から
改善した事項

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

産後うつや養育困難の家庭に対し、子育て短期支援事業（ショートステイ、トワイライトステイ）の利用促進を図るため
に保健センターとの連携を強化した。

205

19,397

342

事業区分

その他サービス

平成２９年度　事務事業評価シート

（２）就学前児童に対する教育・保育の充実

児童福祉法、子ども・子育て支援法、台東区子育て短期支援事業実施要綱
台東区乳幼児ショートステイ事業実施要綱

根拠法令等

事業対象

事務事業名 子育て短期支援

　

子ども家庭支援センター

行政計画 事業NO. 213 計画事業名
事業の開始・終了年度

子どもトワイライトステイ・ショートステイ

事
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[事業開始]

②多様な保育サービスの展開 

法令（義務）

一部委託

①ショートステイ事業（宿泊型一時保育）定員：５人/日　利用限度：７日（月）　利用金額：６０００円/１泊
②トワイライトステイ事業（夜間一時保育）定員：５人/日　利用限度：３０日（６カ月）　利用金額：２０００円/回
受付：日本堤子ども家庭支援センター　実施施設：ほうらい子育てサポートセンター
③乳幼児ショートステイ事業（宿泊型一時保育）定員：１人/日　利用限度：７日（月）利用金額：６０００円/１泊※H27.10月より
事業開始
受付：日本堤子ども家庭支援センター　実施施設：日本赤十字社医療センター附属乳児院

補助金の有無

6,416

日 5 5

長期総合
計画体系

 [基本目標]

台東区に住所を有する０歳から小学校６年生までの健康で集団保育が可能な児童

平成

年度[終了予定]

 [小　　柱]

〔法令等名〕

Ⅲ-２．次の世代の育成

 [施　　策]

２７年度 ２８年度(単位)
（３０年度）

２６年度

成果指標

2

効率性

所
管

区民部

年度

委託内容
国・都

日定員／日（ショートステイ・乳幼児ショート） 6

事業内容

委託の有無

事業目的

活動指標
5

保護者の疾病、仕事その他の理由により家庭において養育を受けることが一時的に困難になった児童に対して養育を行
い、児童および家庭の福祉の向上を図る。

16,068

0

6

ショートステイ・トワイライトステイ事業運営


